
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初
期
対
応 

（
正
確
な
状
況
把
握
） 

い
じ
め
の
持
続
・
継
続

の
防
止 

再
発
防
止
に
向
け
て 

ま
わ
り
の
子
ど
も
の 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト 

継
続
し
た
見
守
り 

成
長
を
促
す
指
導 

✓ いじめが疑われるような状況に気づいたとき 

✓ まわりの子どもが、いじめの存在を教えてくれたとき 

✓ いじめられていると本人が訴えてきたとき 

学年主任・生徒指導担当者 

管理職・生徒指導（主担者） 

いじめ防止対策委員会 

司会（生徒指導担当）先生、記録（学年）先生 

正確な状況把握 

子どもへの指導・支援 

情
報
の
収
集 

報告 

聴取 集約 

枚方警察・交野警察・

枚方少年サポートセ

ンター・大阪府中央子

ども家庭センター・協

助員 

学校全体の取組 

・担任をはじめ学校全体として「いじめは許さな

い」「いじめを受けた子どもを絶対に守る」とい

う意思を日常的に丁寧に伝える。休み時間な

どの安全確保するための見守りなど地道な取

組を続け、学校への信頼感を取り戻す。 

・学校の教育活動全体を通じ、すべての子ども

たちの自己有用感、自己肯定感を高める「成

長を促す指導」を実践し、いじめを許容しない

雰囲気を高める。 

協力要請 

「観衆」・「傍観者」から「仲裁者」・「通報者」への転換 

報告 

□ 一人で抱え込まない （裏面に詳細） 

・学年主任や生徒指導担当者に報告する。 

□ 管理職への報告 

・学年主任や生徒指導担当者は管理職に報告。 

□ 組織的な対応 

・学校いじめ防止基本方針に則り、「いじめ防

止対策委員会」が中心となって対応の検討や

役割分担をする。 

□ いじめを行った子どもに対して 

・単に厳しく指導するのではなく、子どもの人

格の成長のためにも、必ず複数名で状況や

心情を聴き取るとともに記録し、教育的配慮

のもと、内面に迫る指導を丁寧に行い、継続

的に再発防止に向けた適切な指導及び支援

を行う。 

□ いじめを受けた子どもに対して 

・安全を確保するとともに、必ず複数名で状況

や心情を聴き取るとともに記録し、子どもの

状態に合わせた継続的な心のケアを行う。 

ひらかた学校支援 

チーム 

スクールソーシャル

ワーカー、スクール

アドバイザー 

□ まわりの子どもに対して 

・「観衆」や「傍観者」であっても、自分の問題

として捉えさせ、それらの行為はいじめに加

担する行為であることを丁寧に理解させる。 

・「仲裁者」や「通報者」になるよう丁寧に指導

する。 

□ いじめ解消について 

・いじめに係る行為が相当の期間（少なくとも

３ヶ月）止んでいる 

・いじめを受けた子どもが心身の苦痛を感じ

ていないかどうか面談等で確認する 

※上記２つの要件が満たされ「解消している」状

態に至った場合でも、継続して見守る。 
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□ 積極的な認知 （裏面に詳細） 

・いじめの定義に基づき、いじめを受けた子ど

もの心情に寄り添う。 

支援要請 

□ 必要に応じて支援要請・協力要請 

・「ひらかた学校支援チーム」等の支援要請や

警察等の関係機関に協力要請をする。 

□ 過去のいじめアンケートの確認 ＊7年保存 

スクールカウンセラー、 

心の教室相談員との連携 

連携 



 理由もなく、１人で朝早く登校する。登校が始業ぎりぎりになる。 

 欠席、遅刻、早退が増える。放課後、急いで一人で帰宅する。 

 用もなく職員室に頻繁に来る。職員室の前をうろうろしている。 

 教職員を避ける。 

 保健室に出入りすることが多くなる。 

 教室移動のときなど、一人で教室に入ってくる。 

 授業中、発言をしたら、理由もなく笑われる。 

 昼食や班学習のとき、席を離している。 

 清掃時、椅子や机がぽつんと残る。 

 声をかけるとびくっとする。返事がない。口数が少なくなる。 

 イライラして反抗的になったり、攻撃的になったりする。 

 刃物など危険なものを持つ。 

 紛失物が多くなる。 

いじめを発見するために 

（いじめはどの学校にも、どのクラスにも、どの子どもにも起こりうることを意識しましょう） 

 

 

  

 

 

 

上記のようないじめのサインを、子どもたちが発していないか気をつけて見

ていきます。 

このようなサインが見られれば、子どもに声をかけ、困ってい

ることがないかを尋ねるなど、注意深く見守るとともに、一人で

抱え込まず、学年主任・生徒指導担当等に相談します。 

一人で抱え込まず、組織的な対応を行うためには、普段から何

でも相談できる関係づくりが大切です。 

学校で見られるいじめのサイン 

いじめを受けた子どもやその保護

者の心情に寄り添った校内の対

応。家庭や関係機関等との連携。 

「いじめ防止対策委員会」 

・対応の検討 

・役割分担 

 


